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笑顔でこどもがのびのび遊べる広場を！

笑顔で挨拶が飛び交う町を！

笑顔でみんなが助け合う町を！

地
球
温
暖
化

『
暖
冬
』
『
異
常
気
象
』
『
地

球
温
暖
化
』
・
・
・
最
近
、
大

変
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。

私
は
か
ね
て
よ
り
、
環
境
問

題
に
は
強
い
関
心
を
持
っ
て
お

り
、
数
年
前
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
地
球
村
』
と
い
う
環
境
と

平
和
を
考
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

一
般
会
員
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
仕
事
関
係

の
知
人
か
ら
『
地
球
村
』
代
表

の
高
木
善
之
氏
の
講
演
会
に
４

年
前
に
誘
わ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
当
時
、
地
球
の
現
状
を
知
っ

た
時
、
唖
然
と
し
ま
し
た
。

又
、
先
般
、
元
ア
メ
リ
カ
副
大

統
領
の
ア
ル
・
ゴ
ア
に
よ
る
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
衝
撃
の

事
実
を
つ
づ
っ
た
映
画
『
不
都

合
な
真
実
』
を
み
て
き
ま
し
た

が
、
観
測
史
上
、
気
温
の
高
い

上
位
十
年
は
す
べ
て
一
九
九
〇

年
以
降
に
集
中
し
て
お
り
、
い

か
に
事
態
は
想
像
以
上
に
深
刻

で
あ
る
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
と
同
時
に
高
木
さ
ん
の

言
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

（
細
か
い
内
容
は
又
、
折
り
に

ふ
れ
て
ご
紹
介
し
ま
す
）

今
ま
で
、
先
進
国
は
い
か
に

経
済
発
展
す
る
か
を
最
優
先
に

考
え
、
限
り
あ
る
資
源
を
無
駄

遣
い
し
、
自
然
を
破
壊
し
続

け
、
Ｃ
Ｏ
２(

二
酸
化
炭
素)

を

出
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

流
れ
は
急
に
止
ま
ら
な
い
で
し

ょ
う
が
、
い
か
に
経
済
成
長
を

し
よ
う
と
、
い
か
に
高
速
道
路

が
た
く
さ
ん
出
来
よ
う
と
、
い

か
に
新
幹
線
が
早
く
走
ろ
う

と
、
我
々
の
住
む
地
球
環
境
が

破
壊
さ
れ
て
住
め
な
く
な
っ
た

ら
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
降

り
か
か
っ
て
く
る
重
要
課
題
で

す
。一
人
一
人
が
意
識
し
て
事
実

を
知
り
、
環
境
保
護
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
、
東
・

南
海
地
震
に
つ
い
て
も
必
ず
く

る
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
十

分
な
対
応
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

皆様方に林哲二の『熱き想い』を生の声でお聴きいただきたいと存じます。



大阪府では、地震による津波シミュレーションを実施し押し寄せる

津波の高さ、到達時間、流速などを検討しました。

その結果泉大津では、３ｍ～４ｍの津波が寄せてきます。

その時一部市内に海水が流入し

0.5m～1.0ｍ程度の浸水が想定
されています。

日頃から津波の被害に備えよう！

泉大津市津波ハザードマップは、２年前ほどに各家庭に配布されています。

南海地震、東南海地震が

発生するとその１００分後

には津波が押し寄せてきます。

避難場所と避難経路を

知っておきましょう！


